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事務局からのお知らせ

岡山県・中学校生徒(3名)のリモート学習間伐ログハウスについて
　例年は都内見学学習として、関係団体へ訪問し専門家とのデスカションが学習コースとの
こと。今回はコロナウイルス感染症の拡大から学内にてZoom対処となった。生徒の主たる関
心は森林の災害防止と間伐の実施、間伐木を活用したログハウスの建築現状など。彼らに取
って貴重な機会と認識。
　　最初は、岡山県の森林・林業の取組み進んでいて、国内トップクラスのものであること、ま
た、ヒノキ人工林比率がスギ人工林比率を上廻るものであること重要とした。(全国的にはス
ギが主体を占めるのが森林内容)
　併せて間伐の実施と間伐木の利用、森林の土砂災害防止の役割について概況話す。
　その後、林業は、ヘクタール当たり約3,000本のスギ、ヒノキ苗木を植栽します。その後下刈
、除伐、枝打ち、20～25年頃初回間伐(切り捨て間伐・ほとんどか林内に捨てる仕組み　立木
本数は2,000本以下へ)、30～40年頃2回目の間伐実施(立木本数1,500本程度へ)。加えて3回
目間伐もあり、伐期は60～70年が標準となるが、近年は80年以上の長伐期もあり。最終的な
林内立木は800～1,000本程度の本数となることモデルの一つとした。
　なお、岡山県のスギ、ヒノキの間伐材は優良木材(88㎜程度)としてログハウス部材防耐火
性能認定が図られていますので、機会を捉えて県内・蒜山高原に出かけてくださいと例示す
る。小規模ログハウスのモデルとなるものが展示される。
次にログハウス丸太組構法と在来軸組工法住宅での長所、短所はどのようか。伝統的な軸組
も、さらに丸太組構法も、今後の技術開発を進めることがポイント。3階建て以上木造軸組の
実現、3階建てログハウス事務所の技術開発も実現してきた。
　まさに間伐材を含めて多様な木材供給がされ、建築設計等での技術開発も蓄積され、皆さ
んの建築分野での活躍は夢大きいとした。
　当方森林・林業・木材産業に深く関心をもっていただくこと、スギ、ヒノキ等ログハウスの仕
組みについて説明の機会を得たことは大きな喜び。

梅の開花の便りがとどく季節となりましたが、皆様はいかがお過ごしでしょうか。
長引くコロナ禍や昨年からのウッドショックの影響など何かと不安が残る昨今ではありますが、ますます大きな比重をも
つおうち時間や、SDGsなどによる環境問題への意識の高まりによって、住まいに対する価値観は大きく変化しています。
その中で木材という自然素材のぬくもりにあふれ、低炭素社会にも貢献できるログハウスは、理想の住まいのかたちの一
つではないでしょうか。
ログハウス協会会員一同、またログハウスにかかわる方々と協力して、ログハウス業界全体を盛り上げていきたいと思って
おります。
先の見通しがつき辛い状況が続きますが、くれぐれもご自愛ください。

日本ログハウス協会会長／芳賀沼　養一
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技術委員会からのお知らせ

丸太組構法技術基準解説及び設計・計算例の改訂に向けて

丸太組構法技術基準解説及び設計・計算例   
丸太組構法の建物を設計する際には実務者に取って実務上のバイブルであるが、発刊から
もうすぐ20年になろうとしていいます。
確認申請をする際にはこの本に沿って設計業務をしておられると思いますが、時代も変化し
たため現況にそぐわない部分、詳しい説明等が必要になってきました。また確認審査機関の
方々もこの本を参照されているため、不明確な部分を明確にして欲しい要望も多くなってき
ています。
ログハウス協会では、一昨年よりワーキングを立ち上げ、全般的な見直しをしてきました。
特に解説部分の充実、設計例を増やすなど実際に役立つことを念頭に進めてきました。
この度、発刊元の財団法人日本建築センター様が主体となった改訂委員会が立ち上がること
になりました。
改訂委員会では大橋先生を始め、各先生方の意見を頂戴し改訂作業へと入ります。
改訂本が出ることで、確認申請がスムーズに進み、同時に正しい施工へと繋がると思います。
発刊にはもう少し時間が掛かりますが、しばらくのご辛抱をお願いします。
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技術委員会からのお知らせ

建設キャリアアップシステムについてのお知らせ
建設キャリアップシステムの概要をご覧ください。

建設業が将来にわたって、その重要な役割を果たしていくためには、現場を担う技能労働者（

技能者）の 高齢化や若者の減少といった構造的な課題への対応を一層推進し、建設業を支

える優秀な担い手を確保・育成していく必要があります。そのためには、個々の技能者が、そ

の有する技能と経験に応じた適正な評価や処遇を受けられる環境を整備することが不可欠

です。それを受けて国土交通省と建設業の各団体が進め始めたシステムです。
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建設キャリアップシステムの基本的な仕組み
大手ゼネコン、公共工事に関係する企業の各種技能者の登録は進んでいますが、建築大工

分野は進んでおりません。

特にイラストにあるように技能者が登録をしてＩＣカードを取得しても、現場にカードリーダ

ーを設置することが困難なため、またメリットを感じないことも理由です。

カードリーダーを設置せずに、携帯電話、スマートフォンを利用したシステムの実証をログハ

ウス協会の会員も参加しており、今後はハードルが下がると思います。
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元請企業にもメリットがあります。小さい表ですがまずは業者登録からしましょう。
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以下のリンクもご参照下さい。

●国土交通省　ポータルサイト
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_fr2_000033.html

●能力評価制度のページ
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_fr2_000040.html

  

能力評価基準にはレベル1から4まであり、レベル3には認定ログビルダーも明記されています。
ログハウス協会では認定ログビルダーの新規、更新等を積極的に進めていきます。
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令和4年度ログハウス建築コンテスト応募スタートします

普及委員会からのお知らせ

多数のご応募お待ちしております。

ログハウス

建築コンテスト

令和４年度

コンテスト応募締切

令和4年 4月22日（金）必着

ログハウス設計コンペ部門

〔参加登録期間〕

令和 4 年 2 月 3日 ～ 4 月 8日

〔作品提出期間〕

令和 4 年 2月 25日～ 4月22日

詳細は裏面の募集要項を御覧ください。
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協会理事メンバーのご紹介

理事

株式会社アールシーコア
池田 均

理事として、 丸太組構法告示の解説書改

訂や住宅金融支援機構の仕様書の改訂を

お手伝いをしたいです。最近の木造建築

物が注目されている状況を利用し、 街で

見かけるログハスを増やしていきたいで

す。

理事

株式会社フェニックスホーム
松下 勝久

協会でこれまで行った実験や研究データ

を活用して協会員皆様がより建てやすく、

そして建築の幅が広がりますよう働き掛け

を行ってまいります。

理事

東京都市大学名誉教授
大橋 好光

ログハウス業界のさらなる発展のため尽

力してまいります。

理事

株式会社赤井製材所
鈴木 裕一

国産無垢、大径材を利用した大径ログの

開発を含め、国産材の普及に尽力してま

いります。

会長

株式会社芳賀沼製作
芳賀沼 養一

会長就任半年、まだまだ何もできておりま
せんが、協会のガバナンス、ディスクロジャ
ー、コンプライアンスを整え、協会員の皆
様に役立つように理事一同力を合わせて
頑張ります。

理事

株式会社北陸リビング社
北出 秀樹

コロナ感染や環境問題が私たちの未来に

暗い影を落とす…

こんな時代だからこそ私たちログ屋は新

しい時代のログブームを巻き起こそうで

はありませんか

理事

株式会社ログハウス二十一
松延 浩志

省エネと、住宅として快適なログハウスを

追求しています。ログハウス業界の中で私

に出来ることがありましたら、協力させて

頂きます。

顧問

夢木香株式会社
中川 信治

ＳＤＧｓの観点からも、すべてのものを出

来る限り地産地消で進めるべき、２０２２

年のスタートです。

一般社団法人日本ログハウス協会も皆で

力を合わせて、大きく飛躍しましょう。
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監事

有限会社土倉製材所
土倉 宜也

初の理事会メンバー入りとなります。若輩

者ですが、ログハウス業界の発展のため

に尽力してまいります。

理事

株式会社ＴＡＬＯインターナショナル
髙柳 光太郎

本年もログハウス業界のさらなる発展の

ため尽力してまいります。

監事

株式会社ホンカ・ジャパン
平井 邦明

多くの二酸化炭素を蓄積した木材を使用

した環境対策や「自然素材に囲まれた健

康的な暮らし」を実現するログハウスの魅

力をより多くの方々に知っていただくこと

で、ログハウス業界の未来につながるよう

尽力してまいります。

理事

株式会社綜建築研究所
五十嵐 賢博

建設界の新しい動きである、建設キャリア

アップシステム・働き方改革などの情報提

供や、技術関係の仕様書などの検討、省エ

ネや快適なログハウスの魅力は何かを考

えていきます。どうぞ宜しくお願いいたしま

す。

理事

株式会社ビ・ボーン
宮下 俊吉

コロナ禍で色々な事の価値が原点回帰し
てると思います。建築では集中の生活様式
への建物から分散への移行、経済的豊か
さから心の豊かさへの回帰、２拠点型生
活様式への転換、今こそログハウス本来の
価値観を普及するチャンスとして邁進した
く思います。

理事

株式会社ゲストハウス
上田 淳

現状に留まることなく挑戦し続け、多くの

方にログハウスの魅力をお届けできるよ

う尽力いたします。

理事

株式会社佐藤林業
佐藤 賢二郎

国産材振興理事を担当しています佐藤で

す。熊本地震を通しログハウスの耐震性の

高さを痛感しました。ログハウスの振興に

頑張ります。

理事

株式会社キハタトレーディング
喜畑 隆之

少しでも多くの方にログハウスの魅力を

お届けできるように、ログハウス業界のさ

らなる発展の為に尽力してまいります。
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